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～ 教えてください！ 神奈川県の渋滞 ～

横浜国道事務所では、神奈川県内の道路利用者を対象に混雑の度合いや、現在、取り組
んでいる渋滞対策の効果についてアンケートを実施します。

アンケート結果は、平成17年に設置された神奈川県移動性（モビリティ）向上委員会（委員
長：中村文彦横浜国立大学大学院工学研究院教授）にて要対策箇所・要対策候補箇所の検
討を行う際の参考にさせていただきます。

同委員会では、これまでに各種調査データ、道路利用者の実感や意見を踏まえ、神奈川
県内の道路について要対策箇所の選定・公表を行っています。

現在、神奈川県内には３４箇所の要対策箇所が選定されており、順次対策を進めていると
ころです。また、過去のアンケートや交通量データより３８箇所を要対策候補箇所としていま
す。

【アンケートの概要】
・アンケート実施期間： 平成２２年１１月１０日(水)～１２月１７日(金)  
・アンケート内容：

① 要対策箇所の混雑改善実感 ② 要対策候補箇所の混雑実感
③ 要対策箇所、要対策候補箇所以外の混雑実感について

・アンケートの種類
＜パンフレット（回答ハガキ付き）＞

県内の市町村、高速道路PA・SA、道の駅にて配布
＜ポスティング＞ 県内５０００世帯に配布
＜インターネット＞ 横浜国道事務所ホームページにて実施

http://www.ktr.mlit.go.jp/yokohama/

神奈川県の道路に関するアンケートを実施します



●神奈川県移動性（モビリティ）向上委員会とは
神奈川県移動性（モビリティ）向上委員会（委員長：中村文彦横浜国立大学大

学院工学研究院教授、事務局：国土交通省関東地方整備局横浜国道事務所計画
課）は、神奈川県内における自動車の移動を阻害する要因となっている事象を様々
なデータと指標で明示するとともに、道路利用者の実感・意見等を踏まえ、阻害箇所
の選定・公表を行うことを目的に、平成１７年１１月に設置しております。

平成２２年３月までに８回の委員会を開催し、平成２２年度内に第９回目の委員会
を開催予定しています。

委員会は公開にて開催しており、過去８回までの委員会資料を国土交通省関東
地方整備局横浜国道事務所のホームページで公開しています。

http://www.ktr.mlit.go.jp/yokohama/dorogyosei/mobility.htm

●要対策箇所とは
移動性の阻害要因となっている事象を様々なデータや指標で明示し、道路利用

者の実感・意見などを踏まえて選定された箇所。「渋滞状況」、「道路構造」、
「気象・自然災害」等の指標で抽出された３４箇所を設定。現在、対策を進めて
いる箇所（調査・計画段階のものを含みます）。

●要対策候補箇所とは
今後、要対策箇所として、対策を進める箇所の候補。過去の道路利用者アンケート

から「移動性が阻害されている場所」として選定された箇所および交通データより抽出
した箇所。神奈川県内に３８箇所を選定・抽出しています。



パンフレット（回答ハガキ付き）表紙および裏面
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パンフレット（回答ハガキ付き）内側面
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